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4) ハ ム デ ィ タ イ エ， 柴田 太， 桃井啓子， 荻
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薬学会， 1984， 9 ， 富 山.

5) 森田瑞枝， 稲垣克彦， 金谷高志， 阿倍政利，
荻田善一 : リ ウ マ チ患者集団 と 健常者集団 に お け る
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富 山.

6) 横沢隆子， 大浦彦吉， 荻田善一， 柴 田 太，
若木邦彦， 谷内宗臣， 小泉富美朝 : 老化 ラ ッ ト に対
す る 和漢薬の影響 に つ い て. 第 1 回和漢医薬学会，
1984， 9 ， 富 山.

7) 久保喜一， 松田久司， 荻田善一 : ジ ャ コ ウ 代
替品 の 開発. 第 1 回和漢医薬学会， 1984， 9 ， 富 山.

8) 東僚英昭， 荻田善一 : 透明帯 を 除去 し た マ ウ
ス 割球の体外発生 に つ い て. 第31回 日 本実験動物学
会総会， 1984， 10， 東京.

9) 太 口育彦， 荻田善一 : ガ ン化機構解明 の た め
の新 し い cybrid 作製法， 第43回 日 本癌学会総会，
1984， 10， 福 岡.

10) 中 島松一， 上川 浩 : 結核菌 と 抗体の 多様性
発現)1贋. 第57回 日 本生化学会， 1984， 10， 東京.

11) 荻 田善一， 桃井啓子 : セ ル ソ ー タ ー に よ る
flow karyotype 分析 と 染色体工学への展開. 日 本人
類遺伝学会第29回大会 シ ン ポ ジ ウ ム ， 1984， 11， 富
山.

12) 金谷高志， 安倍政利， 丸 山 由紀子， 荻 田 善
一， 森田瑞枝， 稲垣克彦 : 漢方治療 に お け る 「証」
の 遺伝学的背景， 日 本 人類遺伝学会第29回 大会，
1984， 11， 富 山.

13) 森 篤雄， 荻 田善一 : ヒ ト β鎖 グ ロ ビ ン遺伝
子群の ク ロ ー ニ ン グ， 日 本人類遺伝学会第29回大会，
1984， 11， 富 山.

14) 本保喜康， 高色昌輔， 荻 田善一 : マ ウ ス に お
け る 経頚管的卵移植の検討. 日 本人類遺伝学会第29
回大会， 1984， 11， 富 山.

15) 吉森寿美代， 古 田 勲， 荻田善一 : 全身的な
hypertrichosis を伴 っ た idiopathic gingival fi­
bromatosis の一例， 日 本人類遺伝学会第29回大会，
1984， 11， 富 山.

16) 久村富徳， 桃井啓子， 荻田善一 : セ ル ソ ー タ
ー に よ る ヒ ト 染色体の 分離法. 日 本人類遺伝学会第
29回大会 ワ ー ク シ ョ ッ プ， 1984， 11， 富 山.

17) 森 篤雄， 荻田善一 : ゲ ノ ミ ッ ク DNA ク ロ
ーニ ン グ， 日 本人類遺伝学会第29回大会 ワ ー ク シ ョ
ッ プ， 1984， 11， 富 山.

18) 柴 田 太， 荻 田善一 : サザ ン プ ロ ッ テ ィ ン グ
法の DNA 診断へ の 展開. 日 本人類遺伝学会第29回
大会 ワ ー ク シ ョ ッ プ， 1984， 11， 富 山.

19) 東傑英昭， 荻 田善一 : マ ウ ス 受精卵への外来
性 DNA の マ イ ク ロ イ ン ジ ェ ク シ ョ ン， 日 本人類遺
伝学会第29回大会 ワ ー ク シ ョ ッ プ， 1984， 11， 富 山.

20) 森 篤雄， 荻田善一 : 新 し い プラ ス ミ ド 精製
法の試み， 第 7 回 日 本分子生物学会， 1984， 12， 神
戸 .
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4) Uesato S. ， Matsuda S. and Inouye H. 
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and Lonicera morrowii. Chem. Pharm. Bull. 32 : 

1671--1674， 1984. 
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Pharm. Bull. 32 : 3764--3767， 1984. 
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1984， 3 ， 仙台.
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4) エ ク ラ ム ルハ ッ ク ， 菊池 徹， 津田喜典， 吉
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5) 上里新一， 松田暁子， 飯田 彰， 井上博之，
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格形成機構 に つ い て. 第104回 日 本 薬 学 会 年 会，
1984， 3 ， 仙台.

6) 坂東み ゆ紀， 寺沢捷年， 鳥居塚和生， 金岡文
雄 : 生薬成分の血中濃度の定量に 関す る 研究 (第 1
報) グ リ チ ル リ チ ン， グ リ チ ル レ チ ン酸 に つ い て .
第35回 日 本東洋医学会学術総会， 1984， 5 ， 鹿児島.

7) 菊池 徹， 門 田重利， 松田暁子， 島 岳彦 :

一貼療の新メ チ ル ス テ ロ ー ル， BT5 と BT6 の単離 と 構
造. 日 本薬学会北陸支部第62回例会， 1984， 6 ， 富
山.

8) 菊池 徹， 門 田重利， 松田暁子， 田 中 謙 :
ス リ ラ ン カ 産オ ト ギ リ ソ ウ 科 H沙ericum mysoren­

se の成分研究 ( 3 ) . 日 本薬学会北陸支部第62回 例
会 ， 1984， 6 ， 富 山.

9) 菊池 徹， 松田暁子， 門 田重利， 田井孝明 :
ス リ ラ ン カ 産植物 Hedyotお lawsoniae (DC. ) Wight 
et Arn. の成分研究 ( そ の 3 ) . 日 本薬学会北陸支部

第62回例会， 1984， 6 ， 富 山.

10) 金岡文雄， 堀川裕司， 久郷晴彦， 西沢義人 :
N-Carbobenzoxy-L-Glutamyl-α お よ び y-choline

ester の 合成. 日 本薬 学 会 北 陸 支 部 第62回 例 会，
1984， 6 ， 富 山.

11)  坂東 み ゆ 紀， 寺沢捷年， 矢 野三郎， 加藤弘
巳， 金岡又雄， 平手純司， 堀越 勇 : グ リ チ ル レ チ
ン酸の体内動態 に 関 す る 研究. 第 1 回和漢医薬学会，
1984， 9 ， 富 山.

12) 菊池 徹， 門回重利， 島 岳彦， 池川信夫，
藤本善徳 : 逆相系高速液体 ク ロ マ ト グ ラ ブ ィ ー に よ
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る ス テ ロ ー ルの C-24エ ピ マ ー の 分離 と 溶出傾向.

日 本生薬学会第31回年会， 1984， 10， 東京.
13) 上里新一， 井上博之， 村井不二男， 田 川 素

子， 松 田 暁 子， 菊 池 徹 : ア ベ リ ア ， Abelia 
grand♂ora， の セ コ イ リ ド イ ド 配糖体に つ い て. 日
本薬学会近畿支部総会な ら び に 支部大会. 1984， 1 1， 
西宮.

14) 菊 池 徹， 門 田 重 利， 島 岳 彦 : 逆 相 系
HPLC に よ る 微量 ス テ ロ ー ル の 分離 と 同定. 日 本薬
学会北陸支部第64回例会， 1984， 1 1， 金沢.

15) 川 村和弘， 中 田貴子， 加藤弘巳， 矢野三郎，
金岡文雄， 坂東み ゆ紀 : 低分子物質の酵素免疫測定
法 に お け る 架橋の研究一一架橋の違 う 組合わせ に よ
り 感度 は 上昇す る か ? 第24回 日 本臨床化学会年会，
1984， 1 1， 仙台.
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チ ン酸， グ リ チ ル リ チ ン の酵素免疫測定法 と そ の 臨
床応用. Minophagen Medical Review suppl. 15 : 
3-11， 1984. 


